
令和７年度 第１回島田市地域包括支援センター運営協議会 

 

開催日時 令和７年６月４日(水)10:00～11:40 

開催場所 島田市役所 大会議室西 

出 席 者 【委員】 

       静岡福祉大学            渡邊 英勝（会長） 

       あったか広場一会          千頭和 恵（副会長） 

       あおぞらデイサービスセンター島田  小長谷 達也 

       特別養護老人ホーム みどりの園    齋藤 良太 

       ケアマネットしまだ         黒田 勢津子 

       第一号被保険者           後藤 純子 

       第二号被保険者           池谷 郷子 

       島田市自治会連合会         大下 九二彦 

       島田市民生委員・児童委員協議会   山下 雅男 

       地区社会福祉協議会         大池 一夫 

     【事務局】 

包括ケア推進課長         大池 里絵 

       地域支援係長           米澤 美晴 

       主任保健師            大村 里美 

       保健師              齋藤 夢歩 

       高齢者あんしんセンター第一    守谷 理恵 

高齢者あんしんセンター第二    大石 鑑子 

高齢者あんしんセンター六合    勝又 諒也 

高齢者あんしんセンター初倉    遠藤 久哉 

高齢者あんしんセンター金谷    塚本 里枝 

       高齢者あんしんセンター川根    奥川 泰史 

 

傍聴人    ０人 

 

１ 開会 

 

 

２ 委員及び事務局職員紹介 

 

 

３ 包括ケア推進課長あいさつ 

 

 



４ 会長あいさつ 

 

 

５ 報告事項 

(1) 地域包括支援センターの設置と経過・・・・・・・・・・・・・資料１ 

(2) 令和６年度事業実績・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・資料２ 

  事務局が説明 

 

【質疑・意見に対する応答】 

【質問】 

（委員） 

・令和６年度の事業実績報告について、かなり相談件数が増えており、包括の

職員の苦労がわかる。権利擁護や高齢者虐待について、身体的虐待が言われる

ことが多いと思うが、ネグレクトや経済的虐待が増えてきており、苦労されて

いると思う。令和６年度の活動に関して、各地区からその中でも特に力を入れ

て内容について、報告が欲しい。 

（事務局） 

各地域包括支援センターの事業計画の時に合わせて報告する。 

 

（委員） 

資料１について、職員の配置について、小数点については常勤ではない方がい

るという受け止めで良いか。 

（事務局） 

その解釈でよい。 

 

（委員） 

令和７年度の包括支援センターの事業費について、何を基準に予算をつけてい

るか。 

（事務局） 

高齢者人口を規定の数で割った数を職員数の基準にしている。また各包括の実

績等も合わせて算出している。事業費の予算については財政課と検討している。 

 

（委員） 

・市は、介護予防マネジメント業務の数をどのようにとらえているのか。 

（事務局） 

包括の業務が多岐にわたっているため、ケアマネジメント業務で終わってしま

うと地域づくりができない。それぞれの包括の負担をこの数字でみている。 

 

（委員） 



・権利擁護、高齢者虐待にかかる相談取り扱い件数について、増加傾向であっ

たが令和５年度減った。令和６年度はまた増えている。これはどういう状況か。 

（事務局） 

コア会議という虐待認定をする会議の件数である。件数の増減がある中で徐々

に増加していると認識している。独居高齢者の増加などが、ネグレクトや経済

的な虐待に繋がっている状況である。 

 

（委員） 

総合相談支援業務、各包括の相談件数では、増えているところが多い。令和５

年度の相談件数と比べて、どのような項目が増えているのかわかれば教えてほ

しい。 

（事務局） 

特に虐待・権利擁護の相談が増えている。そのほか、介護に関する相談、サー

ビスの相談が増えている。 

 

 

８ 協議事項 

（1） 指定介護予防支援業務の委託先選定について・・・・・・・・資料３ 

事務局説明 

【質疑・意見に対する応答】 

（会長） 

委託先が３か所増えている。ケアマネジメントの委託が増えているというの

は、事業所が増えているということもあるか？ 

（事務局） 

地域の事業所の数などもあるが、介護保険法改正において、居宅介護支援事

業所が要支援も含めて担当できる数が増えたことなども影響していると思

われる。 

（委員） 

委託先選定について、各事業所からの実績はこれから出るのか。 

（事務局） 

過去委託契約した事業所と現在も継続して実績がある事業所がある。 

（会長） 

委託先について、承認してよろしいか。 

（各委員）異議なし。 

 

 

（2） 令和７年度事業実施計画・・・・・・・・・・・・・・・資料４、５ 

事務局説明 

地域包括支援センター説明 



【質疑・意見に対する応答】 

（委員）各包括支援センターで令和６年度特に力を入れて活動した内容は何か。 

（高齢者あんしんセンター第一） 

認知症の相談が増えているため、理解を若い世代に、高校生を対象に認知症サ

ポーター養成講座を実施した。１年かけて地域と連携し、地域主体の居場所と

なるようにした。 

（高齢者あんしんセンター第二） 

センターの周知に力をいれた。広報誌を医療機関や公民館に配布した。 

複合的課題を持つケースが多く、個別会議を何回か開催、支援者と連携を図っ

た。 

（高齢者あんしんセンター六合） 

相談件数医療認知権利擁護が多い。関係機関との横のつながり強化をしてき

た 

（高齢者あんしんセンター初倉） 

地域活動の後継者づくり、参加人数の確保に力を入れた。 

足が無く通いの場に行けない高齢者が多かった。みどりの園とグラシア島田が

車両提供と運転手を担ってくれ、高齢者が通いの場へ来れるようになった。 

（高齢者あんしんセンター金谷） 

虐待件数が金谷は少ないが、タイムリーな介入している。 

介護予防に住民主体で行えるように、自治会主催のサロンが自治会主催ではで

きないため、北五和地区で住民主体で行えるように、新たな通いの場を創設し

た。 

（高齢者あんしんセンター川根） 

1 人 1 人が元気で過ごすため、認知機能・身体機能の低下を自身で気づいても

らうことを重点的に実施した。 

 

（委員） 

初倉包括から事業所と連携しているという話があったが、他の包括は連携して

いることはあるか、連携していないようだと何がネックになっているか。 

（高齢者あんしんセンター第一） 

おしゃべりカフェはアポロン伊太と連携して行っている。 

（高齢者あんしんセンター第二） 

多職種の時に薬剤師とオンライン会議を月１行っている。議題は決めずに行っ

ている。 

第一生命が認知症サポーターのチームオレンジを担ってくれ、認サポで劇の協

力をしてくれる。 

（高齢者あんしんセンター六合） 

東町オレンジカフェはあったか広場と共同している。 

チームオレンジはあったか広場を含め、他事業所職員も入ってくれている。 



（高齢者あんしんセンター金谷） 

現在は事業所との共同は無い。 

（高齢者あんしんセンター川根） 

多くの事業所が川根に来て、サービスを提供してくれている。 

 

（委員） 

居場所を紹介しても歩いてはいけない人がいる。家族も仕事で頼めないなど、

行く手段が無い人がいる。 

 

（委員） 

地域のふれあいを行っているが、女性の参加ばかりの状況。 

男性だけの集いも作り上げて、引きこもり防止をしていきたいと思い、男性に

も声掛けを行っている。男性の参加も増えてきたので、そのような社会参加へ

の取組が増えていくと良い。 

 

（委員） 

各包括が細かく計画を立て活動されていることを知った。認知症サポーター養

成講座について、小学生がお年寄りを助けたというニュースを聞くが、小学生

も高齢者のことを学んで知っているのだと思う。ぜひ頑張って認知症サポータ

ー養成講座を小中学校で行っていただきたい。 

70 代は元気な人も多いため、カルチャーセンターなどに行っている人が多い。

そういうところに包括支援センターの広報していくことも手だと思う。 

通いの場では、スタッフも参加者も高齢者。代表者になることは嫌だという人

もいるので、支援をお願いしたい。 

 

（委員） 

自治推進委員をしている。世帯数が多いなど、対象が広いと、個々の状況など

細かい部分がわかりにくい現状がある。 

どうやって地区を把握していくかは大切であると感じている。 

 

（委員） 

今年は３年に１回の民生委員一生改正の年。再任は３割程度しかいない。 

12 月から新しい委員になるときに、地域包括支援センターについて知らない新

任がいることがいるかもしれない。 

民生委員は守秘義務があるが、支援センターも守秘義務があると思うが、お互

い情報共有が難しい場面が出てくると思う。 

12 月以降、新任の民生委員と連携をお願いしたい。 

 

（会長） 



令和７年度の事業計画について、承認してよろしいか 

（委員）承認 

 

 

９ 閉会 

 


